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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

 

1. 当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール 

研究題目・活動 

2022 年

度 

(10 ヶ

月) 

2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 
2027 年 度

(12か月) 

1. モニタリングデバイス 

1-1 R&Eセンターの設計 

1-2 加工装置および評価装置選定 

1-3 装置導入と動作確認 

1-4 前処理デバイス、濃縮デバイス、

電極・アナライザ開発 

分析対象の拡大項目検討 

1-5 分析プロセス確立 

1-6 アナライザと IoT開発 

分析対象拡大（食品、遠隔サン

プリング法） 

1-7 分析システムの最適化 

1-8 環境サンプルを用いた検証 

1-9 ポータブルキット化の検討 

1-10 環境サンプルを用いたポータ

ブルキット検証 

1-11シンポジウム/セミナー開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. モニタリングステーション 

2-1 ステーション課題抽出 

2-2 パイロットステーション改良 

2-3 改良ステーションの動作確認 

2-4 Bac Ninh省の他のステーション

の改良 

2-5 技術者トレーニング 

2-6 テクニカルドキュメント作成 

2-7 他の省への展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 資格認定トレーニング 

3-1 トレーニングラボの設計 

3-2 トレーニングニーズ調査 

3-3  Hoa Lacキャンパスへ機器設置 

3-4 トレーニングコース設計 

3-5 トレーニングテキスト作成 

3-6  小スケールでの実証 

3-7  MONRE/DONREでの講習開始 

3-8  コース認定証付与開始 
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4. VNU-HUS教育 

4-1 トレーニングラボの設計 

（3-1と連動） 

4-2 Hoa Lacキャンパスへの機器設

置（3-3と連動） 

4-3 トレーニングテキスト作成 

4-4小スケールでの実証 

4-5 VNU学生への講習コース認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. データ収集・解析 

5-1解析項目の策定 

5-2 データ送信プロトコール策定 

5-3 データ送信システム開発 

5-4 CEBID データベースへのデータ

格納 

5-5 水と空気のデータ解析システム

開発 

5-6 データ解析システム稼働 

5-7 テクニカルドキュメント作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

現時点で変更はない。 

 

2. 計画の実施状況と目標の達成状況（公開） 

(1) プロジェクト全体目標 

近年急速に発展しているベトナムにおいて、環境問題が大きな社会課題となっている。そこで、本プ

ロジェクトでは、環境問題に資する分析技術、人材、データサイエンスを提供することを目的としてい

る。すなわち、時間・コスト・労力のかかる分析ラボでの分析システムがネックとなり分析需要に対応

できていないベトナムの現状に対し、日常的かつ大量の環境分析を可能とする現場型分析システムを構

築し、これら高度な分析を実現できる人材を育成して、データサイエンス型の分析システムを提供する

ことで、日常的な環境モニタリングを実現する。また、ベトナムにおける分析技術や人材育成拠点とし

て、ベトナム国家大学ハノイ校の Hoa Lac新キャンパス内に分析開発教育センター（以下、分析 R&Eセ

ンター）を新設し、科学技術の基盤となる分析・計測における日越間の産学人材交流を活性化すること

で、両国の科学技術レベルの向上に寄与する。そして、この新しい分析モデルを他の発展途上国にも広

げ、地球規模の環境問題解決に資する。 

具体的には、水や大気のその場での分析を可能にするマイクロ流体デバイス技術や電気化学検出技術、

モニタリング技術を開発し、ベトナムトップ校であるベトナム国家大学ハノイ校（VNU-HUS）およびベト

ナム天然資源環境省/Bac Ninh省天然資源環境局と連携して分析資格認定システムを構築して分析人材

を育成し、ビックデータのデータサイエンスにも取り組むことで、現場型の分析システムをはじめて確

立する。代表的な工業都市である Bac Ninh省をモデルとして、技術・人材・データ分析の有効性を検証

し、Bac Ninhモデルをベトナム全体に広げる戦略である。 
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以上、IoTや AIなどのデータ駆動型の科学技術への期待が高まっている現状に対して、オンサイト分

析技術・人材・データサイエンスにより、現場型データ駆動型の分析化学を実現する新しい試みであり、

環境のみでなく、医療、農業、水産業などその場での分析・計測やビックデータ解析が必要なさまざま

な分野への大きな波及効果も期待される。 

以下、プロジェクト開始後半年間の成果について記述する。昨今のベトナムの政治情勢や国内情勢に

より、契約遅れが頻発する状況ではあるが、現在のところ大きな影響はなく、装置導入や分析 R&Eセン

ターの構築に着手できている。 

 

(2) 各研究題目 

(2-1)研究題目１：「モニタリングデバイス」 

早稲田大学（リーダー：馬渡、Co-リーダー：田澤） 

東亜ディーケーケー（Co-リーダー：八谷） 

① 研究題目 1 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含

む） 

ベトナムの飲料水の 85%を占める表層水を対象に、Hg, Pb, Cd, Asの検出を可能にするデバイス

およびシステムの開発を目指す。検出限界は約 5ppb（As の場合）、分析時間は 1 時間以内、コスト

は 1 テスト 200 円以下を目標とし、さらに他の重要項目への適用も検討する。マイクロ流路を用い

た重金属捕捉技術やストリッピングボルタンメトリー（SV）による電気化学検出を用い、現場での

前処理キットと合わせてシステム化する。mLの試料をLレベルに濃縮することで、高感度な分析が

可能になるとともに、液体の微量化は用いる高価な試薬の微量化、低コスト化にもつながる。その

ためにマイクロ流体技術を活用する。また、マイクロ流体の研究はベトナムでは萌芽的段階である

が、共同研究によりマイクロ流体技術をベトナムに普及し、研究者の育成を図り、ベトナムでの低

コスト製造を目指す。これまで現場での分析は簡易分析で高性能な分析は困難であったが、本技術

により現場での高度な分析を実現する。 

2023 年度は、R&E センターの設計、加工装置および評価装置の選定、装置の導入と動作確認、濃

縮デバイスの加工法の確立、および前処理法の検討を計画していた。実施状況としては、早稲田大

学を中心に R&E センターの設計と装置の選定を完了した。装置導入と動作確認に関しては、日越双

方に設置する同型の装置をまず日本に順次導入して、動作確認を開始した。また、ホットプレス法

により濃縮デバイスの加工法の基礎を確立した。前処理法の検討、電極薄膜の開発、およびアナラ

イザの仕様策定は東亜ディーケーケーによって行われた。 

 

② 研究題目 1の当該年度の目標の達成状況と成果 

Hoa Lac キャンパスに設立する分析 R&E センターの設計と、設置する加工装置類の選定を完了さ

せた。日越双方に設置する装置は、日本側から順次導入して動作確認後、試作検討を開始した。前

処理デバイス、濃縮デバイスでは実験系の確立に着手して、デバイスの試作を開始した。以下に詳

細を記す。 

 

1-1 R&Eセンターの設計 
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本プロジェクトの研究開発および人材育成の拠点となる分析 R&E センターについて、早稲田大学

と VNU-HUSが協力して居室および実験室の全体設計を完了した。 

 

1-2 加工装置および評価装置選定 

早稲田大学を中心として、マイクロ加工装置および評価装置の選定を完了した。評価項目には形

状、寸法、耐圧などが含まれる。加工装置は社会実装を鑑みて、樹脂のマイクロ加工装置も導入す

る。 

 

1-3 装置導入と動作確認 

装置の調達および輸送における承認プロセスおよび期間を確認した。その結果、装置導入手続き

を 2024 年 4 月から開始し、2024 年 7-8 月に順次装置を納入するスケジュールとした。また、日越

双方に設置する同型装置は日本側から順次導入し、動作確認後に試作検討を開始して、基本性能に

問題ないことを確認した。 

 

1-4 前処理デバイス、濃縮デバイス、電極アナライザ、分析対象の拡大 

前処理方法確立のために、2023年度はまず SV式重金属分析法における分析プロセス全体（前処理、

濃縮、検出）について明確化し、チーム内で共有した。前処理については、VNU-HUSを中心に、低コ

ストかつ濃縮デバイス（マイクロ流路を利用）で閉塞しないための仕様を決定した。また、濃縮デバ

イスについては、早稲田大学を中心に、重金属抽出のための樹脂材料を選定し、実際に金型を作製し

て圧縮成形により作製した。そして、耐圧試験により 100kPa 以上の圧力に耐えることを確認して、

濃縮実験の準備が整った。電極アナライザについては、東亜ディーケーケーを中心に、安価なカーボ

ン電極を試作し、Pb標準液で 5ppbレベルの検出性能があることを確認した。また、アナライザにつ

いては、早稲田大学を中心に、低コストモバイル版開発のため、電気化学測定用の市販電気回路基板

やユニットを調査し、購入候補品を選定した。分析対象拡大については、ベトナムで重要な食品分析、

特に生菌分析や農薬分析へ展開することで合意した。上記、重金属分析の技術を基盤技術として、追

加で必要な技術（検出部）などの仕様を確定する。 

 

③ 研究題目 1の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

為替変動の影響もあり、当初の予測より加工装置コストが上昇した。そのため、輸送コスト低減

のために、加工装置類の大部分を日本調達から現地調達にすることでコスト増加に対応した。 

 

④ 研究題目 1の研究のねらい（参考） 

ベトナムの飲料水の 85%で利用されている表層水について、特に優先度の高くかつこれまで技術

的に困難であった Hg, Pb, Cd, Asを現場で分析できるデバイスおよびシステムを開発する。ま

た、本基本技術をベースに、他の重要な項目についても適用対象分野の拡大を検討する。 

 

⑤ 研究題目 1の研究実施方法（参考） 

マイクロ流路を用いた重金属捕捉＆濃縮（マイクロ濃縮技術）、SV による電気化学検出を原理と
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した分析プロセスをデバイス化する。前処理はベトナムの水試料で障害となる夾雑物をフィルタリ

ングなどにより除去する現場前処理キットを開発する。システムは 1mL程度の微量試料で分析でき、

現場分析を容易とする。デバイスの条件検討では VNU-HUSの研究者と共同で、最適条件を導く。さ

らにはデジタル技術を最大限活用して、低コストでの高精度化、IoTでのデータ転送にも取り組む。 

 

(2-2)研究題目 2：「モニタリングステーション」 

堀場製作所（リーダー：林） 

早稲田大学（Co-リーダー：馬渡） 

① 研究題目 2 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含

む） 

研究題目 2は、水質/大気一般項目をモニタリングするステーション（水質: WQMS、大気質: AQMS）

の現地活用状況と課題を現場レベルで抽出し、メンテナンス不備による装置の修復・改良を行うと

ともに、最適な運用のために現地人材のトレーニングを実施し、適切なモニタリングと環境対策の

基盤を形成することを目的としている。2023年度は、カウンターパートでありモニタリングステー

ションの所有者である Bac Ninh省 DONREと協力して、同省に設置されている全 30ステーションの

稼働状況を確認し、課題を抽出してパイロットステーションを選定。また、これらのステーション

の改良とメンテナンスを適切に行える技術者のトレーニングに着手する計画であり、予定通り進ん

でいる。 

 

② 研究題目 2の当該年度の目標の達成状況と成果 

Bac Ninh省と関係を構築し、協力の合意を得た。また、パイロットステーションを選定し、その

改良案の策定、メンテナンス技術者のトレーニングを開始することで、2023年度の目標を達成した。

本計画の遂行には Bac Ninh 省の理解と協力が不可欠である。以下に詳細を記す。 

 

2－1 ステーション課題抽出 

同省に設置されている AQMS/WQMS全 30ステーション（図１）の視察を行い、稼働状況やメンテナ

ンス状況を把握した。視察した全てのステーションは、Bac Ninh省 DONREの中央観測ステーション

にオンラインで接続され常時観測可能な状態であり、必要な通信インフラも整備されていることを

確認した。一方で、全 30ステーションのうち 26ステーション（約 80％）で、データ未取得、消耗

部品の未交換、筐体や配管の不具合（技術的改良が必要）、適切でない装置オペレーションなどの問

題が発生していることが判明した。また、現地ではモニタリングや装置メンテナンスの重要性に対

する認識が低く、日本国内との意識の差が大きい。この認識を高めるためには、情報提供やトレー

ニングが必要であるという課題も抽出された。 
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図 1. Bac Ninh省に設置されているモニタリングステーション（ ） 

 

2－2 パイロットステーション改良 

2-1 の結果を受けて、優先的に対応する 2 つのパイロットステーションに対して、今後のメンテ

ナンスを容易とする手法や技術的改善を提案した。また、設置環境に由来する故障もあるので、合

わせて検討する。 

 

2－5 技術者トレーニング 

Bac Ninh省を対象とするメンテナンス企業へのメンテナンストレーニングを実施し、併せて、Bac 

Ninh省の技術者へもその内容を共有した。今後、ステーションの継続的運用のために、このトレー

ニングを資格認定コースとして常設することも検討する。 

 

③ 研究題目 2の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

当初の想定以上に運用ができていないことが判明した。この状況では、環境データ自体の信頼性

が低いことになり、現在ベトナムで進めている環境データの解析に大きく影響することになる。現

地モニタリングの関係者の意識も不十分であり、人材育成の必要性を強く認識するに至っている。

また、設置環境によっては、モニタリング装置だけでなくステーションのコンテナにも腐食、雨漏

り、結露、温度管理の問題や、測定対象の汚染度などの課題があることが分かった。これらの対策

にはモニタリング装置だけでなく、ステーション全体に対する修理・改良が必要であり、現地関係

機関との調整も必要であると考えられる。また、対策が十分に行えない場合を想定したメンテナン

ス方法やデータ解析方法も別途検討が必要であると考えられる。 

以上、本プロジェクトの活動によりモニタリングステーションの運用に大きな問題があることが
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わかり、必要な対策も明らかになってきた。これはベトナム全体の課題であると考えられる。 

 

④ 研究題目 2の研究のねらい（参考） 

Bac Ninh省既設の水大気モニタリングステーション 30台からパイロットステーションを選定し、

技術改良とメンテナンス技術向上、人材育成を Bac Ninh省と共同で実施する。これらの活動をベト

ナムにおけるモニタリングステーション運用のための技術資料としてまとめ、ワークショップなど

を通じてモニタリングステーションを有する他省と共有し普及させ、ベトナム全国でのモニタリン

グステーションの機能化に資する。 

 

⑤ 研究題目 2の研究実施方法（参考） 

Bac Ninh省 DONREとの契約によりデータが開示されるので、Bac Ninh省で運用している水質モニ

タリング装置 12台、大気モニタリング装置 18台について、現状の運用や精度、データの解釈を確

認する。そして、それぞれに対して堀場製作所の技術とノウハウにより解決策を提案して、技術・

データ解析・人材の面から本モニタリング装置を環境モニタリングに運用できるようにする（最初

はパイロットステーションを選定して改良する）。また、データを CEBID データベースに格納する

ためのデータ収集システムを構築する。さらに、収集した空気や水のデータを用いて汚染解析を行

うデータ解析システムを提案・開発して試行する。これらの活動を技術資料としてまとめて、ワー

クショップなどを通じて他省と共有して、Bac Ninh モデルを全国に広げる。 

 

(2-3)研究題目 3：「資格認定トレーニング」 

早稲田大学（リーダー：馬渡、Co-リーダー：田澤） 

東亜ディーケーケー（Co-リーダー：八谷） 

① 研究題目 3 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含

む） 

研究題目 3は、MONRE の人材育成期間 InNETと共同で、MONREや DONREの分析官に向けた環境モニ

タリング分析資格認定トレーニングコースを構築する計画である。プロジェクト期間内に 100 名/

年のトレーニングキャパシティを構築して、プロジェクト期間内に少なくとも 200名の分析官をト

レーニングする。2023年度は、トレーニングラボの設計、トレーニングニーズ調査、Hoa Lacキャ

ンパスへの機器設置、トレーニングコース設計に着手する。 

 

② 研究題目 3の当該年度の目標の達成状況と成果 

3-1 トレーニングラボの設計 

早稲田大学と VNU-HUS を中心に、分析 R&Eセンター全体の設計を完了した。 

 

3-2 トレーニングニーズ調査 

具体的なトレーニング項目について、InNET との数回の打ち合わせを通じて、認証システムの流

れや優先項目についての議論を開始した。また、トレーニング項目の調査のために、ベトナム全土
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から代表的な省を選定し、それらの省から DONREの分析官を招聘してのワークショップを開催する

ことで InNETと合意している。本来、2024年２月開催を予定していたが、MONRE 主催で全省の DONRE

の代表が集まる会議が 2024 年６－７月に計画されており、このタイミングで合同開催することで

効果的な情報収集、人的ネットワークの構築が可能になると考える。 

  

3-3 Hoa Lacキャンパスへ機器設置 

早稲田大学と VNU-HUS を中心に、導入する機器類のリストアップを完了させ、装置調達および輸

送手続きについて確認して、装置搬入スケジュールを確定した。 

 

3-4 トレーニングコース設計 

早稲田大学、東京大学、VNU-HUS、InNET間で、トレーニングコースのシラバス準備に着手した。 

 

③ 研究題目 3の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

研究題目 1 同様、導入する分析機器は、為替の影響もあり、当初の予測よりコストの上昇がみら

れた。そのため、輸送コスト低減のために、分析機器類の大部分を日本調達から現地調達にするこ

とでコスト増加に対応した。 

 

④ 研究題目 3の研究のねらい（参考） 

環境汚染問題解決に向け、高度な分析技術と人材の育成を通じて、迅速かつ正確な環境モニタリ

ング体制を実現する。そのために、現場モニタリング技術と連携して、分析ラボを使ったトレーニ

ングコースを設立し、実践的なスキルと知識を習得する機会を提供する。 

 

⑤ 研究題目 3の研究実施方法（参考） 

Hoa Lac 地区の VNU 新棟に構築する R&E センター内に、分析資格認定コースのための分析ラボを

設計する。早稲田大学、InNET、VNUが協力してトレーニングルームや分析実験室、インフラを整備

する。環境分析コースの項目については、DONRE の分析官を招聘してのワークショップを開催して

優先項目（＝現場でのニーズ）を明らかにする。分析法においては、JIS 規格の活用と普及を視野

に入れる。 

 

 

(2-4)研究題目 4：「VNU-HUS 教育」 

早稲田大学（リーダー：馬渡、Co-リーダー：田澤） 

東京大学 

① 研究題目 4 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含

む） 

VNU-HUS の大学院生やティーチングスタッフを対象に、環境モニタリングの基礎と応用に関する

トレーニングコースを開発する。そして、大学院生やティーチングスタッフを対象に 50名/年のトレ
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ーニングキャパシティを構築して、プロジェクト期間内に少なくとも 100名をトレーニングする。以

上により、ベトナム全国で活躍する優秀な人材を輩出するとともに、VNU-HUSの研究力向上に資する。

2023年度は、トレーニングに必要な分析 R&Eセンターの設計および装置選定を完了した。 

 

② 研究題目 4の当該年度の目標の達成状況と成果 

4-1 トレーニングラボの設計（3-1と連動） 

早稲田大学と VNU-HUS を中心に、分析 R&Eセンターの設計を完了した。 

 

4-2 Hoa Lacキャンパスへの機器設置（3-3と連動） 

 早稲田大学と VNU-HUSを中心に、研究題目３と同様に、装置調達および輸送手続きについて確認

して、装置搬入スケジュールを確定した。 

 

4-3 トレーニングテキスト作成（次年度計画であるが先行実施） 

 早稲田大学と VNU-HUS を中心に、先行して実施する講義および実習について、概要を決定した。

本 SATREPSと関係する大学院レベルの講義として、（１）マイクロ流体工学、（２）リモートセンシ

ング、（３）先端分析化学、（４）バイオマテリアルのシラバスを作成した。実習については、分析

R&E センターに導入する装置の実習を次年度日本で実施予定である。 

 

③ 研究題目 4の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

研究題目 3 と同様に、コスト低減のために、分析機器類の大部分を日本調達から現地調達にする

ことで対応した。 

 

④ 研究題目 4の研究のねらい（参考） 

研究題目 3 同様に、学生が将来の環境保全に貢献できるようにする。そのために、分析ラボを使

ったトレーニングコースを設立し、実践的なスキルと知識を習得する機会を提供する。 

 

⑤ 研究題目 4の研究実施方法（参考） 

育成した人材は、将来 VNU-HUS の教員として活躍することが期待されるとともに、企業や政府機

関に就職することで分析人材の社会への拡充につながる。 

 

 

(2-5)研究題目 5：「データ収集・解析」 

早稲田大学（リーダー：馬渡、Co-リーダー：田澤） 

東京大学 

堀場製作所（Co-リーダー：林） 

東亜ディーケーケー 
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① 研究題目 5 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含

む） 

モニタリングステーションやモニタリングデバイスからの分析データを収集するためのシステム

を構築して、さらに汚染源解析などを実施するデータ解析システムを開発して試行する。これらの

活動を技術資料としてまとめて、MONREに提案する。2023年度はシンポジウムを開催し、MONREのデ

ータ通信システムやインフラの現状および課題を把握して、リモートセンシングおよびモニタリン

グステーション/デバイスのデータを統合したデータ分析システムを開発することで MONRE と合意

した。 

 

② 研究題目 5の当該年度の目標の達成状況と成果 

5-1解析項目の策定 

CEBIDのデータ解析部局と、具体的な目標設定のためにシンポジウムを開催して、解析項目策定に

着手した。また、衛星からのデータを用いたリモートセンシングの有効性について議論し、その利

用の検討に入った。リモートセンシングの測定対象は光学データをベースとした温室効果ガスとし

て、過去 25年ほどのデータから解析する。具体的な衛星とセンサーは、Terra/Aqua の MODIS AOD、

Auraの OMI、Sentinel-5Pの TROPOMI SO2、NO2などを候補とする。土地利用変動データセットの作

成に用いる衛星は、Sentinel-2や Landsatを候補とする。これらデータセットと各モニタリングス

テーションやデバイスのデータを組み合わせるため、ウェブ上にダッシュボードを構築して準実時

間で相互比較を行い、データの信頼性を高める。 

 

5-2 データ送信プロトコール策定 

CEBIDのデータ解析システムの現状とデータの流れ方について共有した。これらの情報を元に、東

京大学竹内教授により構築されたリモートセンシングシステムとの接続方法の検討に着手した。 

 

5-3 データ送信システム開発（次年度計画であるが先行実施） 

リモートセンシングシステムと、モニタリングステーション/デバイスのデータを共有するダッ

シュボードの仕様策定に着手した。 

 

③ 研究題目 5の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

開催したシンポジウムにより、データ解析には、モニタリングステーションやモニタリングデバ

イスだけでなく、衛星からのデータも活用する展開の提案がなされた。MONRE のリモートセンシン

グ局と連携して本題目に取り組む。本項目も Bac Ninh省を対象とする。 

 

④ 研究題目 5の研究のねらい（参考） 

環境モニタリングの精度と効率を向上させる。ベトナムでは、大量の分析ニーズに対応するため

に、ビッグデータを活用した汚染源の特定や汚染拡散予測が重要である。そのためにはモニタリン
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グステーションやデバイスは重要であり、広域を観察できるが実際の値との整合が取りづらいリモ

ートセニング技術と相補的に機能することで、広範囲かつ高精度なデータ解析を実現する。 

 

⑤ 研究題目 5の研究実施方法（参考） 

モニタリングステーションやモニタリングデバイスから出る空気や水のデータを CEBID に集約す

るためのデータ転送システムを確立する。また、これらのデータを用いて汚染解析システムを構築

して試行する。これらの活動を技術資料としてまとめ MONREに提案する。 

 

 

Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、およびプロジェクト／上位目標達成の見通し（公開） 

 ベトナムの国内事情により、承認手続きの遅れが頻発しており、我々のプロジェクトも PD（Project 

Document）の承認遅れにより、当初 2023年 4月開始予定であったが実際には 2023年 10月開始とな

った。そのために、研究開発を加速化する必要があり、VNU-HUSと協力して人材育成項目など先行で

きる項目を加速する。また、今後も輸出手続きや予算承認など、承認手続きが必要になってくるが、

事前にキーパーソンを見つけて迅速に進めることが必要である。 

本プロジェクトは Bac Ninh 省を活動拠点として、Bac Ninhモデルを確立する。通常、中央政府と

地方政府は予算も人事も別の場合があり、必ずしも連携は容易ではないので、両方とつながりのある

VNU-HUSの教員と密に連携して、協力体制を継続することが重要である。 

本 SATREPS で構築するシステムがベトナムで広がっていくためには、社会ニーズに基づく広い合

意形成が重要であるので、Bac Ninh省の成果をタイムリーに全国に発信していくことも重要である。

そのために、ワークショップなどで成果のアウトリーチ活動を強化する。現在、大気汚染や水質汚染

は社会的な関心が高く、環境保護の法律も更新されている状況であるので、本プロジェクトは非常に

よいタイミングで開始したと考える。 

 本プロジェクトは、開発の主メンバーとして企業が２社参画しており、成果を社会実装するための

基盤がある。しかし、デバイス技術は新しい技術であり、特にマイクロ流体技術は現状低コストでの

社会実装はされていない。そこで、VNU-HUSにベンチャー企業を創設して、マイクロ流体デバイスを

ベトナムで製造することを計画している。人件費が日本の 1/10 程度であるので、マイクロ流体デバ

イスの構造を単純化することで、十分に可能であると考える。また、前処理などのキットも同様であ

る。 

 

Ⅲ．国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 

 すでに承認の問題については、前述したとおりである。また、本プロジェクトの基盤である分析 R&E

センターの整備が不可欠であり、予定では 2024年 7-8月に装置を導入できる予定である。しかし、コ

スト削減のために本邦調達の装置が多く、輸出にベトナム政府の承認が必要になるので、予測どおり

に進むのか注視する必要がある。遅延を考慮して、VNU-HUS内に本プロジェクト技術開発のためのラボ

を確保している。ベトナムの承認期間は現状予測できない状況である。 

プロジェクトが半年経過して、課題の共有も進み、また各研究題目について月例報告会も開催する

など、遅れを取り戻すべく加速化を図っている。ベトナムでは対面での会議が重要であり、毎月２週
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間程度は専任の研究員が訪問して、現地調査員と連携して対面の会議を開催して、また人的ネットワ

ークが広い VNU-HUSの教員を活用して、効率的にプロジェクトを推進している。 

 

 

Ⅳ．社会実装に向けた取り組み（研究成果の社会還元）（公開） 

(1) 研究題目１：前述のように既存の日本企業（東亜ディーケーケー株式会社）および日越ベンチャー

が連携して社会実装に取り組む予定である。また、開発するデバイスは新規であるのでベトナム政

府（科学技術省 MOST）の承認が必要である。承認のための試験には、ベトナムラボ試験機器協会

（VINALAB）が重要であるが、すでに VINALAB とは協力体制を構築している。 

(2) 研究題目２：ベトナム全体にすでに株式会社堀場製作所のモニタリングステーションが１００台

以上普及しており、シェアもトップレベルで現在も増え続けている。ステーションは環境行政の上

で非常に重要であるが、前述のように運用できておらず、データの信頼性が低い。本プロジェクト

では技術改良、人材育成によりこれらモニタリングステーションの運用を可能にするので、その成

果はすぐに社会実装へと直結する。 

(3) 研究題目３：MONRE や DONRE の分析官を資格認定トレーニングにより毎年継続的に輩出する

プロジェクトであり、MONRE の InNET がすでに実施しているトレーニングコースに組み込む

予定であるので、本成果も社会実装へと直結する。MONRE が全省の DONRE の役人向けに開催

するシンポジウム（2024 年６－７月を予定）で本プロジェクトの活動紹介および分析ニーズ

を議論するワークショップを開催予定である。 

(4) 研究題目４：VNU-HUS の大学院やティーチングスタッフの教育であり、社会への人材輩出と

いう点で成果が社会実装へと直結する。 

(5) 研究題目５：研究題目１－４の成果をまとめて、リモートセンシングと連携してデータ解析

を実現する試みである。リモートセンシングとモニタリングステーション/デバイスの組み合

わせはこれまでほとんどなく、まずは MONRE に提言できるだけの有効性の実証が不可欠であ

る。モニタリングステーションのデータは MONRE の内部利用が主であり、元データの共有は

難しい。そのため、日越双方で参照できる衛星を用いた土地利用変動などデータセットを新

たに構築して、相互比較や検証を実施する。まずは Bac Ninh省で実証試験をすることで合意し

ている。社会実装という点では現状、まだ不透明な状況である。 

 

Ⅴ．日本のプレゼンスの向上（公開） 

(1) 2023 年 10 月 25 日の本プロジェクトのキックオフミーティングを開催して、プロジェクトの大学

関係者に加え、MONRE から InNET や CEBID のディレクター、Bac Ninh 省のディレクターが参加し

て、本プロジェクトの方向性を共有した。 

(2) 2024年 2月 27日に開催された研究題目 5の国際シンポジウム SHARING KNOWLEDGE AND EXPERIENCE 

IN INTEGRATING REMOTE SENSING AND ENVIRONMENTAL MONITORING DATAはベトナム科学技術省のニ

ュースサイト Science & Technology Magazine Vietnamに記事として掲載された。 

(3) 2024年 3月 22日に、昨年に続き、第 3回 JAIMA-VINALAB(ベトナムラボ試験機器協会)共同シンポ

ジウムを開催した。 
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Ⅵ. 成果発表等

（１）論文発表等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①原著論文（相手国側研究チームとの共著）　

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件
②原著論文（上記①以外）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件

③その他の著作物（相手国側研究チームとの共著）（総説、書籍など）

年度 著者名,タイトル,掲載誌名,巻数,号数,頁,年
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

④その他の著作物（上記③以外）（総説、書籍など）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

⑤研修コースや開発されたマニュアル等　

年度  研修コース概要（コース目的、対象、参加資格等）、研修実施数と修了者数
特記事項開発したテキスト・マニュアル類



Ⅵ. 成果発表等

（２）学会発表【研究開始～現在の全期間】（公開）

①学会発表（相手国側研究チームと連名）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

招待講演 0 件

口頭発表 0 件

ポスター発表 0 件

②学会発表（上記①以外）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2023 国際学会
Hidekatsu Tazawa, and Kazuma Mawatari (Waseda University)
SAMPLING INTERFACE: ROOM TEMPERATURE QUANTITATIVE LIQUID CONCENTRATION DEVICE
Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences (µTAS 2023) Poland 15 - 19 Octover 2023

ポスター発表

2023 国際学会
Kazuma Mawatari (Waseda University)
Macro-to-micro concentration devices for microfluidics
IEEE Nanomedicine 2023 Okinawa 7 December 2023

招待講演

招待講演 1 件

口頭発表 0 件

ポスター発表 1 件



Ⅵ. 成果発表等
（３）特許出願【研究開始～現在の全期間】（公開）
　①国内出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する外国出願※

No.1
No.2
No.3

国内特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件

　②外国出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する国内出願※

No.1
No.2
No.3

外国特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件



Ⅵ. 成果発表等
（４）受賞等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①受賞

年度 受賞日 賞の名称
業績名等

（「○○の開発」など）
受賞者 主催団体

プロジェクトとの関係
（選択）

特記事項

0 件

②マスコミ（新聞・TV等）報道

年度 掲載日 掲載媒体名 タイトル/見出し等
プロジェクトとの関係

（選択）
特記事項

2023 2024/3/1

TẠP CHÍ KHOA HỌC VÀ 

CÔNG NGHỆ VIỆT NAM

(Science & Technology 
Magazine Vietnam)

Developing high technology, 
strengthening human 
resources to serve food 
safety control

1.当課題研究の成果である

1 件

掲載面

Webサイト



Ⅵ. 成果発表等

（５）ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等の活動【研究開始～現在の全期間】（公開）

年度 開催日 名称
場所　

（開催国）
参加人数　

(相手国からの招聘者数）
公開/

非公開の別
概要

2023 2月27日

SHARING KNOWLEDGE AND 
EXPERIENCE IN INTEGRATING 

REMOTE SENSING AND 
ENVIRONMENTAL MONITORING 

DATA

ベトナム
22
(18)

公開
CEBIDのデータ解析部局と具体的な目標設定
のために開催。

1 件

年度 開催日 議題 出席人数

0 件

①ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等

②合同調整委員会(JCC)開催記録（開催日、議題、出席人数、協議概要等）

概要
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環境モニタリングプラットフォームの構築
1. 現場型デバイス、ステーションによるオンサイト分析の実現
2. MONRE/DONRE分析官の資格認定制度設立、分析官200名を資格認定

ベトナムにおける大気・水環境モニタリング技術およびプラットフォームの
改良と各省への普及

プロジェクト目標

上位目標

本プロジェクト成果をモデル省以外へも展開

開発項目5

データ収集
・解析

開発項目3

資格認定
トレーニング

資格認定
システム準備
少人数トライアル

資格承認申請

資格試験実施
MONRE/DONRE

100名/年

開発項目１
モニタリング
デバイス

オンサイト重金属分
析（4種）デバイスの

完成

データ送信
システム設計

CEID

データベース
統合

システム設置
環境モニタリング

テスト

研究課題名 食と環境の安全・安心を実現するハイテク簡易

オペレーション分析デバイスの開発と人材育成

研究代表者名
（所属機関） 

馬渡 和真 （早稲田大学大学院 情報生産シス
テム研究科 教授）

研究期間 令和4年度採択（令和4年6月1日～令和10年3月31
日）

相手国名／主
要相手国研究
機関 

ベトナム社会主義共和国／ベトナム国家大学ハノイ
校自然科学大学（VNU-HUS)

関連するSDGs 目標 6. 目標 14. 目標 4  

日本政府、社
会、産業への
貢献

１．地球規模での環境の安全への取り組み

２．日本の分析産業のベトナムへの展開

３．ベトナムで育成した人材の日本への循環

（学生および社会人として）

４．開発した技術のASEAN諸国への広がり

科学技術の
発展

１．現場で使えるマイクロ分析デバイス技術

２．現場型・データサイエンス型の分析化学の開拓

３．既存の学問（環境科学や生態学など）への貢献

知財の獲得、
国際標準化
の推進、遺伝
資源へのアク
セス等

１．分析デバイス（特許）の知財獲得

２．前処理を含む現場分析プロセス確立

（将来的には国家標準化、国際標準化を狙う）

世界で活躍で
きる日本人人
材の育成

国際的に活躍可能な日本側の若手研究者の育成

（国際会議への指導力、国際雑誌への論文掲載な
ど）

技術及び人
的ネットワー
クの構築

１．これから成長が期待できるベトナムの学生・研究

者・技術者との人的ネットワークの構築

２．日本の産業技術のベトナム社会への浸透

成果物（提言
書、論文、プ
ログラム、マ
ニュアル、
データなど）

１．分析技術と装置、分析マニュアル、論文

２．分析技術者の資格認定システム

３．分析化学の最先端学部・大学院教育システム

成果の波及効果

成果目標シート

環境サンプル評価
認証取得

MONRE

/DONRE分析官
200名資格認証

テクニカル
ドキュメントの完成

開発項目4

VNU-HUS

教育

単位認定
システム準備
少人数トライアル

単位試験実施
VNU-HUS

50名/年

VNU人材100

名へ単位認定

開発項目2

モニタリング
ステーション

テストステーション
運用

テクニカル
ドキュメント完成

テスト
ステーション
機能改良

重金属デバイス
最適化

環境サンプル評価

ポータブルキット化

メンテナンス
体制構築

他ステーション
改良

トレーニング
テキスト作製

単位承認申請
データ解析
システム改良

分析R&E

センター整備

重金属デバイス試作

評価用デバイス試作

ステーション
課題抽出

分析R&E

センター整備
分析R&E

センター整備

トレーニング
コース策定

トレーニング
コース策定

トレーニング
テキスト作製

通信プロトコール
策定


	【様式】成果目標シート_20240530版_JST.pdf
	スライド 1


